
広報ごか　2014．1215

　

　

　

　

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
の
送
付
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
等
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
館
年
金
事
務
所

　

０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

　
県
税
事
務
所
で
は
、
車
検
用
納
税

証
明
書
の
他
に
、
次
の
２
種
類
の
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

① 

税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書

② 

す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
の
未
納

の
な
い
こ
と
の
証
明
書

　
申
請
前
に
、
ど
ち
ら
が
必
要
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑

（
法
人
は
代
表
者
の
登
録
印
）

・
証
明
手
数
料
（
現
金
）

（
１
件
に
つ
き
４
０
０
円
）

※ 

代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※ 

直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

（87）
１
１
２
０

県
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

働
く
が
ん
患
者
の
就
労
相
談

　
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
県
内
の
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
に
お
い
て
、
社
会
保

険
労
務
士
が
仕
事
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
月
１
回

　
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　
各
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者

　
が
ん
患
者
及
び
そ
の
家
族

○
相
談
料
　
無
料

○
申
込
方
法

　
電
話
で
事
前
予
約
（
予
約
優
先
）

○
お
申
し
込
み

　
各
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
保
健
予
防
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
３
２
２
４

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間

　
今
年
最
後
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

「
ど
き
ど
き
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
21
日
(日)

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

○
場
所
　
と
ね
ミ
ド
リ
館

　
古
河
市
前
林
１
９
５
３
―
１

　

（92）
４
０
０
０

○�

対
象
　
男
性
、
女
性
と
も
に
20
歳

か
ら
45
歳
ま
で
の
独
身
の
方

○
定
員
　
男
性
20
名
、
女
性
20
名

○
費
用
　
男
性
　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
女
性
　
１
，
０
０
０
円

○
お
申
し
込
み
期
間

　
12
月
６
日
(土)
〜
15
日
(月)

○
お
申
し
込
み
方
法

・
電
話
の
場
合

　
神
原

（92）
６
０
９
２

　
金
谷
 

０
９
０
―
６
６
５
８
―
８

９
９
４

・
メ
ー
ル
の
場
合

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

携
帯
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
左

記
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

　yui0104@
outlook.com

※ 

参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

○
主
催

　
い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
県
西
地
域
活
動
協
議
会

　
同
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
結
婚

を
希
望
さ
れ
る
方
の
お
悩
み
や
ご
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
。
親
御
さ
ん
だ

け
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
30
分
か
ら
45
分
で
す
。

相
談
費
用
、
登
録
料
な
ど
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
予
約
制
で
す
の
で
、
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
等
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

・
12
月
13
日
(土)

　
午
後
３
時
〜
６
時

・
12
月
14
日
(日)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○�

場
所
　
五
霞
町
多
目
的
集
会
セ
ン

タ
ー
会
議
室

○�

持
ち
物
　
身
上
書
、
写
真
（
で
き

れ
ば
全
身
）
※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
作

成
を
希
望
さ
れ
る
方

○
受
付
期
間
　
12
月
10
日
(水)
ま
で

○�

主
催
　
い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ

ー
タ
ー
県
西
地
域
活
動
協
議
会
、

茨
城
県
、
一
般
社
団
法
人
い
ば
ら

き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

○
後
援
　
五
霞
町

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
町
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
連
絡
会
長
　
伊
藤

　

０
８
０
―

５
８
９
６
―

３
１
３
４

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

第
２
回
結
婚
相
談
会

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募

集

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18

年
６
月
に
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
が

定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
毎
年
12
月

10
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
を
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の

国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を

始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
人
権
推
進
室

　

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）


